
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和 5年 2月号 №281 

母子生活支援施設   

仙台むつみ荘 

 

 

寒さがまた一段と増す季節となりました。2 月は一年で一番寒さが厳しい月と

言われています。積雪量が最も多いのもこの時期です。凍結した時のために浴槽

に水を溜めておいたり、お風呂の設定温度を高めにしたり、外泊の際には水抜き

をするなど、対策をしていきましょう。 

一方で、子ども達は道路や園庭に積もった雪を見て大喜びです。寒い中、「園庭

に行ってくる！」「雪で遊んできます」と元気に雪遊びを楽しんでいる子ども達。

雪合戦やそり滑りをする子、ザクザクと雪を踏みしめて楽しむ子、ひたすら雪玉

を作る子など、それぞれ思いっきり遊んでいます。 

まだまだ寒い日が続きますが、しっかりと寒さ対策をし、この季節ならではの

行事や遊びを楽しんで残り少ない冬を乗り越えましょう。 

〇節分豆まき会 

夕食提供 

 

〇バレンタイン企画 

（子ども会） 
 

 
 

 
  

  

  
  

  

 

 冬季レクリエーションでベルサンピア泉へスケート

教室に行ってきました！ 

スケート場に到着し、氷を目の前にすると楽しみと緊

張が入り混じったような様子の子ども達。スケートに来

たことがある子もいれば、今回初めて挑戦する子もい

て、インストラクターの先生に教えてもらいながら一生

懸命練習します。最初は「怖い」と言っていた子も、足

の動かし方や滑る姿勢などを教えてもらい、転んでも何

度も挑戦し、みるみるうちに上達していきました。 

時間はあっという間に過ぎ、午前の部は終了。昼食は

みんなでカツカレーを食べて力をつけ、いざ午後の部

へ！午後は、スケート用の氷の上を滑れる椅子を借り、

子ども達は椅子に座って押してもらったり、友達同士交

換して押したり、自由に楽しんでいました。 

最初は壁にしがみついて手を離せなかった子も、午後

には一人で滑れるようになって楽しんでいて、怖くても

挑戦する姿やその成長速度に感動です。 

最後はみんなでアイスを食べて、一日を振り返り楽し

かった話をする子ども達の笑顔はキラキラ輝いていま

した。 
さくらハイツの皆さんをお招きし、むつみ荘で餅つき会を行いました。 

臼と杵を使った本格的な餅つきにみんな大興奮で、「早くやりたい！」「一人でできる！」

と張り切る子ども達。「よいしょ！」の掛け声と共に力いっぱい餅をつくと、最初は米粒状の

ものがだんだん一つにまとまり、よく伸びるひとつのお餅となりました。 

今年は白い餅と、食紅を混ぜて赤くした餅の 2種類を用意し、ついたお餅で餅花を作りまし

た。一人一つ、木の枝やリースなど好きな形のものを選び、餅を巻き付けて丸めます。細かく

ちぎってたくさん巻き付ける子や、大きく丸めてつける子など、それぞれの個性が溢れていま

した。 

終わった後はずんだ、こしあん、ごまあんの 3種類の餅を持って帰って家で食べてもらいま

した。他施設と交流する機会がなかなかない中で、とても楽しい賑やかな時間となりました。 

また来年もみんなで餅つきできますように♪ 
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